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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）酸官能基を有しない重合可能なモノマー少なくとも１種、その際、重合可能な基
は、アクリレート、メタクリレート、ビニル基またはビニルシクロプロパンの構造単位を
含有し；
（ｂ）第３級炭素と結合している１個または複数個のヒドロペルオキシド基を有するヒド
ロペルオキシド化合物；
（ｃ）チオ尿素誘導体；
（ｄ）調製物中で溶解性の銅化合物；
（ｅ）酸無水物またはリン酸エステルから選択された酸官能基少なくとも１種を含有する
１個または複数個の接着性モノマー、を含有するアミン不含の歯科用組成物であって、そ
の際、接着性モノマー（ｅ）を、少なくとも１質量％の割合で含有する、前記歯科用組成
物。
【請求項２】
　更に（ｇ）光開始剤、分散された充填剤、溶剤またはこれらの組み合わせ物を含有する
、請求項１に記載の歯科用組成物。
【請求項３】
　銅化合物（ｄ）を、少なくとも０．０００１質量％、多くとも５質量％の割合で含有す
る、請求項１または２に記載の歯科用組成物。
【請求項４】
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　銅化合物（ｄ）を、少なくとも０．０１質量％、多くとも５質量％の割合で含有する、
請求項１または２に記載の歯科用組成物。
【請求項５】
　接着性モノマー（ｅ）を、少なくとも１０質量％の割合で含有する、請求項１または２
に記載の歯科用組成物。
【請求項６】
　前記組成物が二成分系調製物であり、その際、二成分系の一の調製物は、ヒドロペルオ
キシドを含有し、かつ第二の調製物は、チオ尿素誘導体および少なくとも１種の銅化合物
を含有する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項７】
　二成分系が、液体／液体、ペースト／ペースト、ペースト／液体および粉体／液体の群
からの、異なるかまたは同一のコンシステンシーの調製物の組み合わせである、請求項６
に記載の歯科用組成物。
【請求項８】
　二成分系調製物が充填材料、セメント、割れ封止剤、プロテーゼ材料、プライマーまた
は接着剤である、請求項６または７に記載の歯科用組成物。
【請求項９】
　二成分系が、組成（ａ）、（ｂ）、（ｅ）および微分散された充填剤から成る第一ペー
ストと、組成（ａ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）および微分散された充填剤から成る第二ペ
ーストとから成る、請求項６に記載の歯科用組成物。
【請求項１０】
　二成分系の少なくとも一の成分が、構成成分（ｇ）として光開始剤を含有し、かつ混合
によりデュアル硬化される系を形成する、請求項６から９までのいずれか１項に記載の歯
科用組成物。
【請求項１１】
　調製物を充填材料として、セメントとして、プロテーゼ材料として、割れ封入剤として
または粘着性複合材料として使用することができる、請求項１から１０までのいずれか１
項に記載の歯科用組成物。
【請求項１２】
　二成分系が、組成（ａ）、（ｂ）、（ｅ）および少なくとも１種の揮発性溶剤から成る
第一液体と、組成（ａ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）および少なくとも１種の溶剤から成る
第二液体とから成る、請求項６に記載の歯科用組成物。
【請求項１３】
　二成分がそれぞれ包装手段としての注入器中で調製される、請求項６から１２までのい
ずれか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項１４】
　二成分が包装手段としての二室型注入器中で調製される、請求項６から１２までのいず
れか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項１５】
　二室型注入器の成分を、放出する際に均一に混合することができる、請求項１４に記載
の歯科用組成物。
【請求項１６】
　二室型注入器の成分を、放出する際に、上部に配置されたスタティックミキサによって
均一に混合することができる、請求項１５に記載の歯科用組成物。
【請求項１７】
　二成分がそれぞれ包装手段としての瓶中で調製される、請求項６に記載の歯科用組成物
。
【請求項１８】
　二成分がそれぞれ異なる包装手段中で調製される、請求項６または７に記載の歯科用組
成物。
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【請求項１９】
　二成分がそれぞれ注入器および瓶からなる異なる包装手段中で調製される、請求項１８
に記載の歯科用組成物。
【請求項２０】
　二成分が、包装手段としての二室型ディスペンサー中に別個に存在し、かつ放出させな
がら混合する、請求項６から１２までのいずれか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項２１】
　二成分系調製物が、粉末および液体の形で調製され、かつ、粉末が構成成分（ｃ）、（
ｄ）を含有し、その一方で液体中に構成成分（ａ）、（ｂ）および（ｅ）が含有されてい
る、請求項６に記載の歯科用組成物。
【請求項２２】
　無機性の金属酸化物、金属窒化物、金属塩、シリケートガラス、アルミノシリケートガ
ラス、アルミノボロシリケートガラス、フルオロアルミノシリケートガラス、石英、コロ
イダルシリカ、熱分解法シリカ、沈降シリカ、シリカポリマー、酸化ジルコニウム－シリ
カ、ポリマー充填剤、含まれる無機性粒子と一緒に重合された複合材料充填剤またはこれ
らの組み合わせ物から構成される充填剤を含有する、請求項９から２１までのいずれか１
項に記載の歯科用組成物。
【請求項２３】
　充填剤として、Ｓｒ、Ｙ、Ｚｒ、Ｂａ、Ｌａ、Ｈｆ、Ｚｎ、Ｂｉ、Ｗおよびランタニド
の群から選択された少なくとも１種の元素の金属酸化物、金属窒化物、金属塩、シリケー
トガラス、アルミノシリケートガラス、アルミノボロシリケートガラスおよびフルオロア
ルミノシリケートガラスまたはこれらの組み合わせ物を含有する、請求項２２に記載の歯
科用組成物。
【請求項２４】
　溶剤として水、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、アセトン
、メチルエチルケトン、エチレングリコール、グリセロールまたはこれらの組合せ物を含
有する、請求項２から２３のいずれか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項２５】
　ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、ｔ－アミルヒドロペルオキシド、イソ－プロピルベン
ゼンヒドロペルオキシド、ｐ－ジイソプロピルベンゼンヒドロペルオキシド、５－フェニ
ル－４－ペンテニルヒドロペルオキシド、ピナンヒドロペルオキシド、１，１，３，３－
テトラメチルブチルヒドロペルオキシドの物質およびこれらの組合せ物から選択された、
少なくとも１種のヒドロペルオキシド化合物を含有する、請求項１から２４までのいずれ
か１項に記載の歯科用組成物。
【請求項２６】
　二成分に分けられ、その際、二成分材料は、修復材的に、矯正歯科学的にまたは歯内療
法的に使用可能な調製物である、請求項６から２５までのいずれか１項に記載の歯科用組
成物。
【請求項２７】
　混合後の硬化時間が、１５分未満である、請求項６から２６までのいずれか１項に記載
の歯科用組成物。
【請求項２８】
　混合後の硬化時間が、５分未満である、請求項６から２６までのいずれか１項に記載の
歯科用組成物。
【請求項２９】
　二成分を少なくとも２ヶ月に亘って５０℃で貯蔵した後の、混合後の硬化時間が１５分
未満である、請求項６から２６までのいずれか１項に記載の歯科用組成物。
【請求項３０】
　二成分を少なくとも３ヶ月に亘って３７℃で貯蔵した後の、混合後の硬化時間が１５分
未満である、請求項６から２６までのいずれか１項に記載の歯科用組成物。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、重合可能な材料の硬化のための促進剤を有する、新規二成分開始剤系に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　重合可能な材料を硬化させるための二成分系開始剤は公知である：
１．ベンゾイルペルオキシド／ｔｅｒｔ－芳香族アミン：ジベンゾイルペルオキシドは、
アミン開始可能なペルオキシドの中で、最も高い熱安定性を示す。それにもかかわらず、
調製物の持続的な加熱は、すぐに生じる自然硬化を招く。歯科的使用のための欠点は、さ
らに、ゆっくり生じるアミンの酸化であり、この場合、これは、黄褐色への変色を招き、
審美的妨げとなる。たとえば接着剤中で必要不可欠な酸性環境下においては、アミンは、
酸－塩基反応中ですぐにプロトン化され、それにより不活性化される。このような条件下
では、二成分系を使用することはできない。
２．バルビツール酸誘導体：　
歯科的使用においてバルビツール酸誘導体は好ましく使用され、それというのも、強い後
変色が生じないためである。第２の成分は、バルビツール酸の分解を触媒する銅イオンお
よび塩化物イオンを含有する。さらに、アミンを含有しないことから、系を酸性条件下で
使用することができる。低い熱安定性の理由から、生成物は、常に冷所で貯蔵しなければ
ならない。開始剤成分は、反応性の架橋性成分を含有するものではあってはならず、それ
というのも、自発的に硬化が生じるためである。
３．クメンヒドロペルオキシド／アセチルチオ尿素：歯内療法的シーリング系が、ＵＳ２
００３／０１３４９３３（Ｐｅｎｔｒｏｎ）に記載されている。これは、多量（１～１０
％）のクメンヒドロペルオキシドおよびアセチルチオ尿素を含み、かつ、ＪＰ５８２１９
２８１Ａ（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ）の接着剤の記載を参考にすることもできる。ここでは
、従来の系に対して極めて高い熱安定性が記載されている。しかしながら組成物の調整は
、低い濃度範囲では、不適切なゆっくりとした硬化速度を示す。記載の下限（それぞれ１
％）においては、全く重合が生じることはない。
４．クメンヒドロペルオキシド／促進剤：ＤＥ１９５０１９３３（Ｈｅｎｋｅｌ）による
接着剤は、開始剤としてヒドロペルオキシドおよび促進剤として以下の化合物を含有する
：スルフィミド、ヒドラジン誘導体、ｔｅｒｔ．－アミンおよび銅塩または銅錯体。付加
的に、架橋を促進するための乾燥剤を含有していてもよい。個々の組成物中の高い反応性
が達成されるが、但し、これらは、金属塩により強力に着色され、強い黄味を帯びるか、
あるいは、不十分な貯蔵安定性を示す。
５．過酸化物／金属化合物：熱安定化性過酸化物を有する重合可能な組成物は、ＤＥ６９
６２１５００（Ｄｅｎｔｓｐｌｙ）に記載されている。重合可能な系は、クメンヒドロペ
ルオキシドの他に、チオ尿素複合体としてさらに金属化合物を含有していてもよい。金属
化合物として、特に銅化合物が記載されている。これは、さらに酸およびアミンを含有し
ていなければならない。請求項において、特に粉体－液体系が記載されている。記載した
ように開始剤系は、酸含有環境下で、明らかな効果が示されているにもかかわらす、含有
されるアミンが、このような生成物の典型的な変色を招きうる。
６．ＥＰ１４７９３６４Ａ１では、アミン不含の二成分歯科用組成物が記載されており、
この場合、この組成物は、チオ尿素－ヒドロペルオキシド開始剤系を包含するものである
。
【特許文献１】ＵＳ２００３／０１３４９３３
【特許文献２】ＪＰ５８２１９２８１Ａ
【特許文献３】ＤＥ１９５０１９３３
【特許文献４】ＤＥ６９６２１５００
【特許文献５】ＥＰ１４７９３６４Ａ１
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、短い阻害時間および開始剤成分の少ない含量を含む、改善された系を
提供することであり、その際、好ましくは、変色を回避するためにアミンを含有すべきで
はなく、かつ可能な限り酸性条件下での効果を保証すべきである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　驚くべきことに、触媒量の銅化合物が、このようなチオ尿素－ヒドロペルオキシド開始
剤系の開始剤作用を顕著に改善することが見いだされた。したがって、本発明の課題は、
請求項１に記載の開始剤系および請求項２に記載のこれらを含有する組成物によって解決
される。下位請求項では、有利な実施態様を定める。
【０００５】
　特に適しているのは、銅化合物の存在下での、レドックス反応成分クメンヒドロペルオ
キシドとアセチルチオ尿素との組合せである。成分は、単独で、かつ反応性モノマー中で
、５０℃の高い温度であっても数ヶ月に亘って貯蔵可能である。少ない銅の割合（＜０．
１％）が、開始されるレドックス反応を強く促進するので、１％またはそれより少ないレ
ドックス反応成分の濃度で十分である。アミン不含であることから、後着色がみられるこ
とはない。ポリマーの弱い黄緑色は、銅濃度に依存するものであって、かつ変化すること
はない。二成分開始剤系の効果は、存在する酸により影響を受けることはない。
【０００６】
　この系は以下の利点を有する。
ａ）組成物は、極めて高い貯蔵安定性を有する二成分開始剤系を示す。これは後着色を示
すことなく、かつ酸によって影響を受けることはない。銅含量を変更することによって、
阻害時間は極めて可変に調整可能である。種々の組み合わせに対する多くの試験を実施し
、かつそれぞれ阻害時間を測定した。クメンヒドロペルオキシド、アセチル－チオ尿素お
よび銅塩の濃度は、可変である。２種の銅塩（アセチルアセトネート、ナフテネート）を
試験したが、その際、反応性の差は観察されなかった。阻害時間は、酸性条件下で、リン
酸エステル（２％、５％）、４－ＭＥＴＡ（１５％）およびアクリル酸（５％）の組み合
わせによって測定された。すべての調製物の貯蔵安定性は、５０℃で、３ヶ月までの期間
に亘って観察した。銅含量の影響を、ポリマーの着色において測定する。着色安定性を試
験した。
ｂ）開始剤系は、すべてのラジカル重合可能な系に関して自在に調整可能である。医科ま
たは歯科用接着剤の製造に関して、極めて良好な貯蔵安定性および少ない変色傾向は、特
に有利である。酸性成分を有する組み合わせ物のための可能性は、新規使用分野を開拓す
る（接着剤、自己粘着性調製物）。
ｃ）ジベンゾイルペルオキシドおよび第３級芳香族アミンから成る通常の二成分系と比較
して、貯蔵安定性の顕著な改善が示され、さらに酸性条件下で働き、かつ改善した色安定
性を示す。
ｄ）組成物が、レドックス系を記載し、かつ酸化剤としてのヒドロペルオキシドおよび還
元剤としてのチオ尿素誘導体を、活性化された状態で含有する。このように記載された開
始剤系は、すでに特許文献ＪＰ５８２１９２８１、ＵＳ２００３／０１３４９３３、ＵＳ
２００３／０１６６７４０およびＥＰ１４７９３６４から公知である。
【０００７】
　予期しないことに、開始の顕著な改善を示す促進剤として、溶解性銅化合物の添加が見
いだされた。酸の添加は、系に影響を与えることがないか、あるいは、それどころか、開
始剤活性のさらなる増加を導く。銅化合物の添加によって、刺激性のヒドロペルオキシド
成分の濃度およびさらにはチオ尿素誘導体の割合を減少させることができ、これによって
適した阻害時間（処理時間）が達成される。二成分開始剤系の貯蔵安定性は、銅化合物の
割合によって不利に変化することがなく、これについては試験において示すことができる
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。ポリマーの弱い黄緑の固有色は、長期間に亘って不変である。
【０００８】
　本発明による二成分開始剤系組成物は、一の成分中に有機ヒドロペルオキシドを含有し
、その際、この化合物は１種以上のヒドロペルオキシド基を含有していてもよい。さらに
他の化合物、ｔ－ブチルヒドロペルオキシ、ｔ－アミルヒドロペルオキシド、ベンゼンヒ
ドロペルオキシド、ピナンヒドロペルオキシド、１，１，３，３－テトラメチルブチルヒ
ドロペルオキシド、５－フェニル－４－ペンチルヒドロペルオキシド、ｐ－ジイソプロピ
ルベンゼンヒドロペルオキシドが適しており、特に、ｉｓｏ－プロピルベンゼンヒドロペ
ルオキシドが適している。
【０００９】
　第２の成分中に、チオ尿素誘導体および少なくとも１種の銅化合物を含有する。このよ
うなチオ尿素誘導体の例は：
１－（１，１－ジオキソ－テトラヒドロ－チオフェン－３－イル）－１－メチル－３－フ
ェニル－チオ尿素、
１－（１，２－ジフェニルエチル）－３－（２，４－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（１，２－ジフェニルエチル）－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（１，２－ジフェニルエチル）－３－（ｏ－トリル）－２－チオ尿素、
１－（１，２－ジフェニルエチル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１’－（３，３’－ジメチルビフェニル－４，４’－ジイル）ビス（３－（２－メチ
ルプロピル）－２－チオ尿素、
１，１，３－トリフェニル－２－チオ尿素、
１，１’－（４，５－ジメチル－１，２－フェニレン）ビス（３－フェニル－２－チオ尿
素）、
１－（１，５－ＤＩ－ＭＥ－３－オキソ－２－ＰＨ－２，３－ジヒドロ－１－Ｈ－ピラゾ
ール－４－イル）－３－（２－メチル－アリル）チオ尿素、
１－（１，５－ＤＩ－ＭＥ－３－オキソ－２－ＰＨ－２，３－ジヒドロ－１－Ｈ－ピラゾ
ール－４－イル）－３－（３－トリ－Ｆ－ＭＥ－ＰＨ）チオ尿素、
１－（１，５－ジメチル－３－オキソ－２－フェニル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－イル）－３－フェニルチオ尿素、
１，１－ビス－（２－ヒドロキシ－エチル）－３－フェニル－チオ尿素、
１，１－ジアリル－３－（３－クロロ－ベンゾ（Ｂ）チオフェン－２－カルボニル）－チ
オ尿素、
１，１－ジアリル－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１，１－ジアリル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジベンジル－３－（２，４－ジクロロ－ベンゾイル）－チオ尿素、
１，１－ジベンジル－３－（２－（トリフルオロメチル）フェニル）－２－フェニル－チ
オ尿素、
１，１－ベンジル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジブチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジエチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジイソブチル－３－フェニル－２－チオ尿素。
【００１０】
　１，１－ジイソプロピル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（２，６－キシリル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（２－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（３，４－キシリル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（４－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（α－（メチルイミノ）ベンジル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（ｍ－トリル）－２－チオ尿素、
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１，１－ジメチル－３－（ｏ－トリル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－（ｐ－トリル）－２－チオ尿素、
１，１－ジメチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，１－ジプロピル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（１－エチル－３－ピペリジニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－（１－ナフチル）－３－（２－フェノキシプロピオニル）－２－チオ尿素、
１，１－ペンタメチレン－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２，２－ジメチル－プロピル）－３－（２－フルオロ－フェニル）－チオ尿素、
１－（２－（２－ヒドロキシ－エトキシ）エチル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（２，４，６－トリブロモフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２，４－ジクロロベンゾイル）－３－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－（２，４－ジクロロベンゾイル）－３－（７－ヒドロキシ－１－ナフチル）－２－チ
オ尿素、
１－（２，４－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２－フルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２，４－ジフルオロフェニル）－３－（４－フェノキシフェニル）－２－チオ尿素
。
【００１１】
　１－（２，４－ジフルオロフェニル）－３－エチル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジクロロフェニル）－３－（２－フェノキシプロピオニル）－２－チオ尿
素、
１－（２，５－ジクロロフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジクロロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメトキシフェニル）－３－（３－ニトロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメトキシフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメトキシフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメトキシフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメトキシフェニル）－３－プロピル－２－チオ尿素、
１－（２，５－ジメチルモルホリノ）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２，６－ジエチルフェニル）－３－（４－ヒドロキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２，６－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（２－ブロモ－４－メチル－フェニル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（２－ブロモフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－カルボキシフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－クロロ－４－メトキシフェニル）－３－シクロヘキシル－２－チオ尿素
１－（２－クロロ－４－ニトロフェニル）－３－（３，４－ジクロロベンゾイル）－２－
チオ尿素、
１－（２－クロロ－４－ニトロフェニル）－３－エチル－２－チオ尿素、
１－（２－クロロ－５－ニトロフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（２，４－ジフルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（２，４－ジメトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（２－フルオロフェニル）－２－チオ尿素。
【００１２】
　１－（２－クロロベンゾイル）－３－（２－メトキシ－５－メチルフェニル）－２－チ
オ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（３，４－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（３－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロベンゾイル）－３－（５－クロロ－２－メトキシフェニル）－２－チオ
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尿素、
１－（２－クロロベンジル）－３－シクロヘキシル－１－メチル－２－チオ尿素、
１－（２－クロロフェニル）－３－（２，４－ジクロロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（２－クロロフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（２－クロロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－エチルフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（２－フルオロベンゾイル）－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－フルオロベンゾイル）－３－（４－フルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－（ヘキサデシルチオ）フェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－ヒドロキシ－１－フェニル－エチル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（２－ヒドロキシ－シクロヘキシル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－ヒドロキシエチル）－３－（２，４－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（２－ヒドロキシエチル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－メトキシ－５－メチルフェニル）－１－メチル－３－（２－ナフチル）－２－
チオ尿素、
１－（２－メトキシ－フェニル）－３－（２－メチルベンゾイル）フ－チオ尿素、
１－（２－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（２－メチル－２－モルホリン－４－イルプロピル）－３－フェニル－チオ尿素。
１－（２－メチルアリル）－３－（６－（３－（２－メチルアリル）－チオウレイド）－
ピリジン－２－イル）－チオ尿素、
１－（２－メチルベンゾイル）－３－ｐ－トリル－チオ尿素、
１－（２－メチルベンゾイル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（２－メチルベンゾイル）－３－ピリミジン－２－イル－チオ尿素，
１－（２，５－モルホリノエチル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－ナフチル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－ニトロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（２－ピリジル）－３－（３，４－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（２－ピリジル）－３－（ｏ－トリル）－２－チオ尿素、
１－（３－（２－メルカプトエチル）－３Ｈ－ベンゾチオアゾール－２－イリデン）－２
－ＭＥ－イソチオ尿素，ヨウ化水素化物
１－（３，４－ジブロモフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３，４－クロロベンゾイル）－３－（２，４－ジフルオロフェニル）－２－チオ尿
素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（２－フルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（２－チアゾリル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（３，４－ジクロロフェニル）－２－チオ尿
素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロベンゾイル）－３－（４－スルファモイル）フェニル－２－チオ
尿素、
１－（３，４－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロフェニル）－３－（３，５－ジニトロベンゾイル）－２－チオ尿
素。
【００１３】
　１－（３，４－ジクロロフェニル）－３－（４－スルファモイルフェニル）－２－チオ
尿素、
１－（３，４－ジクロロフェニル）－３－（ジフェニルメチル）－２－チオ尿素、
１－（３，４－ジクロロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
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１－（３，４－ジメトキシベンジル）－３－フェニル－チオ尿素
１－（３，４－ジメトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３，５－ジクロロベンジル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３，５－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－アセチルフェニル）－３－アリル－２－チオ尿素、
１－（３－アセチルフェニル）－３－エチル－２－チオ尿素
１，３－ビス（２，６－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（２－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（２－フルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（２－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－アセチルフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－ブロモフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－シアノフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－ヨードフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（３－ピリジルメチル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（４－ブロモフェニル）－２－チオ尿素、
１，３－ビス（４－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１，４－ビス（３－シアノフェニル）－２－チオ尿素。
【００１４】
　１，３－ビス（４－（ジメチルアミノ）フェニル）－２－チオ尿素
１－（３－ブロモフェニル）－３－（２－メチルベンゾイル）－チオ尿素、
１－（３－ブロモフェニル）－３－（ナフタレン－１－カルボニル）－チオ尿素、
１－（３－ブロモベンゾイル）－３－（３－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－ブトキシプロピル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３－カルボキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－クロロ－２－メチルフェニル）－３－（－３，４，５－トリメトキシベンゾイ
ル）－チオ尿素、
１－（３－クロロ－２－メチルフェニル）－３－（－４－フルオロベンゾイル）－チオ尿
素、
１－（３－クロロ－ベンゾ（Ｂ）チオフェン－２－カルボニル）－３－（４－ニトロフェ
ニル）チオ尿素、
１－（３－クロロベンジル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－クロロフェニル）－３－（２－フルオロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（３－クロロフェニル）－３－（３，４－ジクロロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（３－クロロフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（３－クロロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１，３－ジ－ｏ－トリル－２－チオ尿素
１，３－ジ－ｏ－トリル－２－チオ尿素
１，３－ジ－ｐ－トリル－２－チオ尿素、
１，３－ジ－ｔ－ブチル－２－チオ尿素
１，３－ジアリル－２－チオ尿素、
１，３－ジベンジル－２－チオ尿素、
１－（３－（ジブチルアミノ）プロピル）－３－フェニル－２－チオ尿素。
【００１５】
　１，３－ジシクロヘキシル－２－チオ尿素、
１，３－ジデシル－２－チオ尿素、
１，３－ジドデシル－２－チオ尿素
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１，３－ジフルルリル－２－チオ尿素、
１，３－ジヘプチル－２－チオ尿素、
１，３－ジヘキサデシル－２－チオ尿素、
１，３－ジヘキシル－２－チオ尿素、
１，３－ジイソプロピル－２－チオ尿素、
１，３－ジオクチル－２－チオ尿素、
１，３－ジプロピル－２－チオ尿素、
１，３－ジテトラデシル－２－チオ尿素、
１－（３－フルオロフェニル）－３－（３－ニトロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（３－フルオロフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（３－ヒドロキシフェニル）－３－（４－ヒドロキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－ヒドロキシフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３－メトキシフェニル）－３－（２－メチルベンゾイル）－チオ尿素、
１－（３－メトキシフェニル）－３－（ナフタレン－１－カルボニル）－チオ尿素、
１－（３－メトキシプロピル）－２－チオ尿素、
１－（３－ニトロ－フェニル）－３－（３－フェニルアクリロイル）－チオ尿素、
１－（３－ニトロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（３－フェニルプロピオニル）－３－（２，３－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（３－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）－２－チオ尿素、
１－（３－トリフルオロメチルフェニル）－３－（２，３，４－トリメトキシベンゾイル
）－チオ尿素。
【００１６】
　１－（３Ｈ－ベンゾチアゾール－２－イリデン）－２－ベンジルイソチオ尿素
１－（４－アセタミドフェニル）－３－（２－ブテノイル）－２－チオ尿素、
１－（４－アセタミドフェニル）－３－（２－フェノキシアセチル）－２－チオ尿素、
１－（４－アセタミドフェニル）－３－エチル－２－チオ尿素、
１－（４－アセチルフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（４－ブロモ－フェニル）－３－（２，４－ジクロロベンゾイル）－チオ尿素、
１－（４－クロロ－２，５－ジメトキシフェニル）－３－（４－ニトロフェニル）－２－
チオ尿素、
１－（４－クロロ－２，５－ジメトキシフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（４－クロロ－２－メチルフェニル）－３－（－２－メチル－３－フェニル－アクリ
ロイル）－チオ尿素、
１－（４－クロロフェニル－２－メチルフェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（４－クロロ－７－メトキシ－２－キノリル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－クロロ－フェニル）－３－（４－ニトロベンゾイル）－チオ尿素、
１－（４－クロロフェニル）－３－（ナフタレン－１－カルボニル）－チオ尿素、
１－（４－クロロベンジル）－３－メチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（４－クロロフェニル）－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－（４－クロロフェニル）－３－（４－ジエチルアミノ－ｏ－トリル）－２－チオ尿素
、
１－（４－クロロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－ジフルオロメトキシ－２－ホルミルフェニル）－３－（１，２，２－トリメチ
ルプロピル）チオ尿素、
１－（４－ジフルオロメトキシフェニル）－３－（１，２，２－トリメチルプロピル）チ
オ尿素。
【００１７】
　１－（４－ジフルオロメチルスルファニル－フェニル）－３－（１，２，２－トリメチ
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ルプロピル）チオ尿素、
１－（４－（ジメチルアミノ）フェニル）－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素
、
１－（４－（ジメチルアミノ）フェニル）－３－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－（４－（ジメチルアミノ）フェニル）－３－（フェニル）－２－チオ尿素、
１－（４－エトキシカルボニル）－３－エチル－２－チオ尿素、
１－（４－エトキシフェニル）－３－（１－ナフチルカルボニル）－２－チオ尿素、
１－（４－エトキシフェニル）－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－（４－エトキシフェニル）－３－（３－ニトロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（４－エトキシフェニル）－３－エチル－２－チオ尿素、
１－（４－エチルフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－フルオロフェニル）－３－（２，４，６－トリメチルフェニル）－２－チオ尿
素、
１－（４－フルオロフェニル）－３－（３－ニトロベンゾイル）－２－チオ尿素、
１－（４－（ヘキサデシルスルホニル）－フェニル）－２－チオ尿素、
１－（４－ヒドロキシフェニル）－３－プロピル－２－チオ尿素、
１－（４－ヨードフェニル）－３－（３－フェノキシプロピオニル）－２－チオ尿素、
１－（４－ＭＥＯ－フェニル）－３－（（４－ＭＥＯ－フェニル）－（トルエン－４－ス
ルホニルメチルイミノ）－メチル）－チオ尿素、
１－（４－メトキシベンジル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（４－メトキシ－フェニル）－３－（４－メチルベンゾイル）－チオ尿素、
１－（４－メトキシ－フェニル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（４－メトキシフェニル）－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－（４－メトキシフェニル）－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素。
【００１８】
　１－（４－メチルベンジル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－ニトロベンゾイル）－３－ピリジン－２－イルメチル－チオ尿素，
１－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－（４－ニトロフェニル）－３－（３－（トルフルオロメチル）フェニル）－２－チオ
尿素、
１－（４－ニトロフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（４－ピリジルメチル）－３－（２，６－キシリル）－２－チオ尿素、
１－（４－ｔ－ブチルフェニル）－２－チオ尿素、
１－（４－トリフルオロメトキシ－フェニル）－３－（１，２，２－トリメチルプロピル
）チオ尿素、
１－（４－トリフルオロメチルスルファニル－フェニル）－３－（１，２，２－トリメチ
ルプロピル）チオ尿素、
１－（５－アニリノ－１，２，４－チアジアゾール－３－イル）－３－フェニル－２－チ
オ尿素、
１－（５－ブロモ－３－メチル－ピリジン－２－イル）－３－フェニル－チオ尿素
１－（５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル）－３－（２，４－ジフルオロフェニル
）－２－チオ尿素、
１－（５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル）－３－（２，５－ジフルオロフェニル
）－２－チオ尿素、
１－（５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル）－３－（２－フルオロフェニル）－３
－メチル－２－チオ尿素、
１－（５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル）－３－メチル－２－チオ尿素、
１－（５－クロロ－２－メトキシフェニル）－３－（３，４－ジクロロベンゾイル）－２
－チオ尿素
１－（５－クロロ－２－メトキシフェニル）－３－フェニル－２－チオ尿素。
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【００１９】
　１－（５－ヒドロキシ－１－ナフチル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－アセチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（１，２－ジフェニルエチル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（１，５－ジメチル－３－オキソ－２－フェニル－２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－チオ尿素
１－アリル－３－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（１－ナフチルメチル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（２－（１－ヒドロキシエチル）フェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（２－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（３－クロロフェニル－２－メチルフェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（３－ヒドロキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（４－クロロベンジル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（４－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－４－（３－ヒドロキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－（ジフェニルメチル）－２－チオ尿素、
１－アリル－３－モルホリン－４－イル－チオ尿素、
１－アリル－３－ｏ－トリル－チオ尿素
１－アリル－３－オクタデシル－２－チオ尿素、
１－アリル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（α－メチルベンジル）－３－（４－ピリジルメチル）－２－チオ尿素、
１－（α－メチルベンジル）－３－フェニルチオ尿素、
１－アミジノ－２－チオ尿素オキサレート、
１－アミジノ－３－（４－ブロモフェニル）－２－チオ尿素、
１－アミジノ－３－ベンゾイル－２－チオ尿素、
１－アミジノ－３－メチル－２－チオ尿素－ｐ－トルエンスルホネート。
【００２０】
　１－アミジノ－３－（ｐ－トリル）－２－チオ尿素、
１－アミジノ－３－プロピル－２－チオ尿素、
１－アミジノ－３－プロピル－２－チオ尿素－ｐ－トルエンスルホネート、
１－ベンゾチアゾール－２－イル－３－フェニル－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（１，５－ジメチル－３－オキソ－２－フェニル－２，３－ジヒド
ロ－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－チオ尿素
１－ベンゾイル－３－（１，５－ジメチル－３－オキソ－２－フェニル－ピラゾリジン－
４－イル）－チオ尿素
１－ベンゾイル－３－（２，４，６－トリメチル－フェニル）－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（２，６－ジクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（２－クロロ－ベンジル）－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（２－クロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（３，４－ジメトキシフェネチル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（４－ジメチルアミノ－フェニル）－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（４－メトキシ－２－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（４－モルホリン－４－イルフェニル）－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（４－オキソ－チアゾリジン－２－イリデン）－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－（α，α，α－トリフルオロ－ｏ－トリル）－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－Ｐ－トリル－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ベンゾイル－３－ピリジン－２－イルメチル－チオ尿素、
１－（ベンゾイルアミジノ）－２－チオ尿素、
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１－ベンジル－１－ブチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－１－エチル－３－フェニル－２－チオ尿素。
【００２１】
　１－ベンジル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－（２－メチルベンゾイル）－チオ尿素、
１－ベンジル－３－（２－フェノキシプロピオニル）－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－（４－クロロ－２－（トリフルオロメチル）フェニル）－２－チオ尿
素、
１－ベンジル－３－（４－フルオロ－３－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－（４－トルフルオロメチルスルファニルフェニル）－チオ尿素、
１－ベンジル－３－シンナモイル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－シクロヘキシル－１－エチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－フルフリル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－メチル－２－チオ尿素、
１－ベンジル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ブチル－２－チオ尿素、
１－ブチル－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－ブチル－３－（４－イソプロピルフェニル）－２－チオ尿素、
１－ブチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－シンナモイル－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－シンナモイル－３－（４－ヒドロキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－シアノ－３－メチルイソチオ尿素、ナトリウム塩
１－シクロドデシル－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－シクロヘキシル－１－メチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－シクロヘキシル－３－（２－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－シクロヘキシル－３－（２－モルホリノエチル）－２－チオ尿素、
１－シクロヘキシル－３－（４－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－シクロヘキシル－３－フェニル－２－チオ尿素。
【００２２】
　１－シクロペンチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ジフェニルメチル－３－（２－フェネチル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－（ドデカノイル）－３－（２－エトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－メトキシ－４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－メチル－４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－メチル－５－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－ピリミジニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（２－（トルフルオロメチル）フェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（４－メトキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデカノイル－３－（４－（Ｎ－メチルアセトアミド）フェニル）－２－チオ尿素、
１－ドデシル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（２－フルオロフェニル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（２－メトキシ－５－メチルフェニル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（３，４－キシリル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（４－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（Ｍ－トリル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－（ｐ－トリル）－２－チオ尿素、
１－エチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
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１－（フラン－２－カルボニル）－３－（２－トリフルオロメチル－フェニル）－チオ尿
素、
１－（フラン－２－カルボニル）－３－（５－メチル－ピリジン－２－イル）－チオ尿素
。
【００２３】
　１－（フラン－２－カルボニル）－３－フラン－２－イルメチル－チオ尿素、
１－フラン－２－イルメチル－３－（２－メチルベンゾイル）－チオ尿素、
１－フラン－２－イルメチル－３－（４－（１，１，２，２，３，３，３－ヘプタフルオ
ロ－プロピルスルファニル－フェニル）－チオ尿素、
１－フラン－２－イルメチル－３－（４－ニトロ－ベンゾイル）－チオ尿素、
１－フルフリル－３－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－フルフリル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－ヘキサデカノイル－２－チオ尿素、
１－ヘキサデシル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－（ヘキサメチレンイミノ）－３－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）－２－チ
オ尿素、
１－イソブチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－イソプロピル－３－（１－ナフチル）－２－チオ尿素、
１－イソプロピル－３－（３－（トルフルオロメチル）フェニル）－２－チオ尿素、
１－（イソプロピル）－３－（４－メチル－３－ニトロフェニル）－２－チオ尿素、
１－イソプロピル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－メチルアリル－３－メチル－２－チオ尿素、
１－メチル－１－（４－オクチルオキシフェニル）－２－チオ尿素、
１－メチル－３－（２，４，５－トリクロロフェニル）－２－チオ尿素、
１－メチル－３－（２，６－キシリル）－２－チオ尿素、
１－メチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－メチル－３－プロピル－２－チオ尿素、
１－（ナフタレン－１－カルボニル）－３－ｍ－トリル－チオ尿素
１－（ナフタレン－１－カルボニル）－３－フェニル－チオ尿素、
１－（ナフタレン－２－カルボニル）－３－（３－ニトロ－フェニル）－チオ尿素。
【００２４】
　１－（ナフタレン－２－カルボニル）－３－ｐ－トリル－チオ尿素
１－オクタデシル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－フェネチル－３－フェニル－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（１，２，４）トリアゾール－４－イル－チオ尿素、
１－フェニル－３－（２－（２－ピリジル）エチル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（２－（３－フェニル－チオウレイド）－シクロヘキシル）－チオ尿
素、
１－フェニル－３－（２，６－キシリル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（２－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（２－チアゾリル）－２－チオ尿素（２）、
１－フェニル－３－（３－ピリジル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（３－ピリジルメチル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（４－（３－フェニル－チオウレイド）－フェニル）－チオ尿素、
１－フェニル－３－（４－トリフルオロメチルベンジル）－チオ尿素、
１－フェニル－３－（５－フェニル－１，２，４－チアジアゾール－３－イル）－２－チ
オ尿素、
１－フェニル－３－（ｐ－トリル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－（ｐ－トリルスルホニル）－２－チオ尿素、
１－フェニル－３－プロピル－２－チオ尿素、
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１－フェニル－３－テトラデシル－２－チオ尿素、
１－ピリジン－３－イルメチル－３－（２－トリフルオロメチル－フェニル）－チオ尿素
、
１－ｔ－ブチル－３－フェニル－チオ尿素、
２－（１，１－ジオキソ－２，５－ジヒドロ－１Ｈ－チオフェン－３－イルメチル）－イ
ソチオ尿素、塩酸塩。
【００２５】
　２－（２－アミノエチル）イソチオ尿素、
２－（２－シアノ－エチル）イソチオ尿素、
２－（３－カルバンイミドイルスルファニル－ＭＥ－２，４，６－トリ－ＭＥ－ベンジル
）－イソチオ尿素、
２－（３－カルバンイミドイルスルファニルメチル－ベンジル）－イソチオ尿素、
２－（３－カルバンイミドイルスルファニルメチル－ベンジル）－イソチオ尿素、
（２，３－ジフルオロフェニル）チオ尿素、
（２，３－ジメチルフェニル）－チオ尿素、
２－（３－フェニルブチル）イソチオ尿素、
（２，４，６－トリメチル－フェニル）－チオ尿素、
２－（４－カルバンイミドイルスルファニルメチル－ベンジル）－イソチオ尿素、
２－（４－カルバンイミドイルスルファニルメチル－ベンジル）－イソチオ尿素、
（２，４－ジフルオロフェニル）チオ尿素、
２－（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキソ－テトラヒドロ－チオフェン－３－イル）イソ
チオ尿素、
２－（４－ＭＥ－１，１－ジオキソ－４Ｈ－チオフェン－３－イル）－イソチオ尿素、
２－（４－メチル－１，１－ジオキソ－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－チオフェン－３－イル
）－イソ尿素、
２－（４－メチル－１，１－ジオキソ－２，５－ジヒドロ－１Ｈ－チオフェン－３－イル
）－イソ尿素、
（２，５－ジフルオロフェニル）チオ尿素、
２－（６－カルバンイミドイルスルファニル－ＭＥ－ナフタレン－２－イル－ＭＥ）－イ
ソチオ尿素、
（２，６－ジフルオロフェニル）チオ尿素、
２－ベンゾイル－イソチオ尿素。
【００２６】
　２－ベンジル－１－（３－（２－メルカプトエチル）－３Ｈ－ベンゾチオアゾール－２
－イリデン）－イソチオ尿素、
２－ヒドロキシ－３－イミノメチル－安息香酸、チオ尿素との化合物、
（３，４，５－トリメトキシ－フェニル）－チオ尿素、
３－（４－クロロフェニル）－１，１－ジメチル－２－チオ尿素、
３－（アダマンタン－１－カルボニル）－１，１－ジエチル－チオ尿素、
３－アリル－１－（３－クロロベンジル）－１－メチル－２－チオ尿素、
３－ベンゾイル－１，１－ジアリル－２－チオ尿素、
３－ベンゾイル－１，１－ジメチル－２－チオ尿素、
３－ベンゾイル－１，１－ジメチル－２－チオ尿素、
（３－ジメチルアミノ－プロピル）－チオ尿素、
（３－フルオロフェニル）チオ尿素、
［３－（トリフルオロメチル）フェニル］チオ尿素、
（４－エトキシ－フェニル）－チオ尿素、
（４－フルオロフェニル）チオ尿素、
アセチルチオ尿素、
エチレンビス（イソチオ尿素）、
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Ｎ－（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－３－チエニル）－Ｎ’－（２－フロイル）－Ｎ
－メチルチオ尿素、
Ｎ’－（１，３－ジメチル－２，４－ジオキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－５－ピ
リミジニル）Ｎ，Ｎ－ジメチルチオ尿素、
Ｎ－（（１，３－ジオキソ－３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）－ナフタレニリデン）メチル
）－Ｎ’－オクタデシルチオ尿素、
Ｎ－（１－（４－ＢＲ－フェニル）エチリデン）－Ｎ’－（４－ＭＥ－６－オキソ－１，
６－ジヒドロ－２－ピリミジニル）チオ尿素。
【００２７】
　Ｎ－（１－メチル－２－フェニルエチル）チオ尿素、
Ｎ－（１－メチル－２－プロペニル）－Ｎ’－（４－モルホリニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－（（１，１，２，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロピル）チオ）フェニル
）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－（（２，４－ジクロロベンジル）スルホニル）－２－（２，４－ジクロロフェ
ニル）ビニル）チオ尿素、
Ｎ－（２，２－ジシアノビニル）チオ尿素、
Ｎ－（２，２－ジメチルプロパノイル）－Ｎ’－（２－ニトロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－（２－オキソ－１－ピルロリジニル）エチル）－Ｎ’－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（２－（３，４－ジメトキシ－ＰＨ）ＥＴ）－Ｎ’－（（２，４－ジオキソ－２Ｈ－
クロメン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル）チオ尿素、
Ｎ－（２，３－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－２－イルメチル）－Ｎ’－（４－
メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４，６－トリクロロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（（２，４，６－トリオキソテトラヒドロ－５（２Ｈ）－ピリミジニリデン）メチル
）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジクロロベンゾイル）－Ｎ’－（２－ピリジニルメチル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジクロロベンゾイル）－Ｎ’－（テトラヒドロ－２－フラニルメチル）チ
オ尿素、
Ｎ－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（２，２，２－トリクロロ－１－（ホルミル
アミノ）エチル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（２－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジフルオロフェニル）－Ｎ’－（２－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素。
【００２８】
　Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）－Ｎ’－（２－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）－Ｎ’－（３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）－Ｎ’－（４－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジメチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（（２，４－ジオキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－３－キノリニル）メチル）
－Ｎ’－ヘキシルチオ尿素、
Ｎ－（２，４－ジオキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－５－ピリミジニル）－Ｎ’－
（４－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（（２，４－ジオキソ－２Ｈ－クロメン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル）－Ｎ’－
オクタデシルチオ尿素、
Ｎ－（（２，４－ジオキソ－２Ｈ－クロメン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル）－Ｎ’－
フェニルチオ尿素、
Ｎ－（２，５－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（２，２，２－トリクロロ－１－（ホルミル
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アミノ）エチル）チオ尿素、
Ｎ－（２，５－ジクロロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２，６－ＤＩ－ＭＥ－ＰＨ）－Ｎ’－（（２，４－ジオキソ－１，４－ジヒドロ－
３（２Ｈ）－キノリニリデン）ＭＥ）チオ尿素、
Ｎ－（２，６－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２，６－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（５－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２－ベンゾイル－３－オキソ－３－フェニル－１－プロペニル）－Ｎ’－（２－ｔ
－ブチル－６－エチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－（ベンジルスルフィニル）－２－フェニルビニル）－Ｎ’－（２，４－ジメチ
ルフェニル）チオ尿素。
【００２９】
　Ｎ－（２－（ベンジルスルフィニル）－２－フェニルビニル）－Ｎ’－（２－ｔ－ブチ
ル－６－エチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－（ベンジルスルフィニル）－２－フェニルビニル）－Ｎ’－フェニルチオ尿素
、
Ｎ－（２－ブロモベンゾイル）－Ｎ’－（２－フリルメチル）チオ尿素、
Ｎ－（２－クロロベンゾイル）－Ｎ’－（５－（３－（２－フリル）アクリロイル）－４
－ＭＥ－１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（２－クロロフェニル）－Ｎ’－（（６－ＭＥ－２，４－ジオキソ－２Ｈ－ピラン－
３（４Ｈ）－イリデン）メチル）チオ尿素、
Ｎ－（２－フルオロフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２－フルオロフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２－フルオロフェニル）－Ｎ’－（５－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（２－フロイル）－Ｎ’－（４－メチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－フロイル）－Ｎ’－（４－（トリフルオロメトキシ）フェニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－ＭＥＯ－ベンジリデン）－Ｎ’－（４－ＭＥ－６－オキソ－１，６－ジヒドロ
－２－ピリミジニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－メチル－３－フロイル）－Ｎ’－（４－（トリフルオロメチル）フェニル）チ
オ尿素、
Ｎ－（２－メチルベンゾイル）－Ｎ’－（２－ピリジニル）チオ尿素、
Ｎ－（２－メチルフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－５－チオキソ－１，５－ジヒドロ－
４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）チオ尿素、
Ｎ－（３－（（１，１，２，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロピル）チオ）ＰＨ）－
Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）チオ尿素、
Ｎ－（３，４－ＤＩ－ＣＬ－ベンゾイル）－Ｎ’－（５－（３－（２－フリル）アクリロ
イル）－４－ＭＥ－１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素。
【００３０】
　Ｎ－（３，４－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（３，４－ジクロロフェニル）－Ｎ’－（５－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ピロール－５－イル）－Ｎ－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（３，４－ジメトキシベンジリデン）－Ｎ’－（４－ＭＥ－６－オキソ－１，６－ジ
ヒドロ－２－ピリミジニル）チオ尿素、
Ｎ－（３，４－ジメチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３，５－ビス（トリフルオロメトキシ）フェニル）－Ｎ’－（３－フロイル）チオ
尿素、
Ｎ－（３，５－ジブロモ－２－ピリジニル）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）チオ尿
素、
Ｎ－（３，５－ジブロモ－２－ピリジニル）－Ｎ’－（４－メチルベンゾイル）チオ尿素
、
Ｎ－（３－アセトアミドフェニル）チオ尿素、
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Ｎ－（３－ＢＲ－ベンゾイル）－Ｎ’－（５－（３－（３－ＢＲ－フェニル）アクリロイ
ル）－４－ＭＥ－１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（３－カルボキルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－（ジフルオロメチル）チオ）フェニル）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）
チオ尿素、
Ｎ－（３－エトキシ－４－ＨＯ－ベンジリデン）－Ｎ’－（４－ＭＥ－６－オキソ－１，
６－ジヒドロ－２－ピリミジニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－フルオロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－フロイル）－Ｎ’－（４－ヨードフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－フロイル）－Ｎ’－（４－メトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－フロイル）－Ｎ’－（４－（トリフルオロメチル）フェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－ヒドロキシフェニル）チオ尿素。
【００３１】
　Ｎ－（３－メトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－メトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－メトキシ－２－ブテノイル）－Ｎ’－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（３－メチル－２－フロイル）－Ｎ’－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）チ
オ尿素、
Ｎ－（３－メチル－２－フロイル）－Ｎ’－（４－メチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－メチル－２－フロイル）－Ｎ’－（４－（トリフルオロメチル）フェニル）チ
オ尿素、
Ｎ－（（３－メチル－５－オキソ－１－フェニル－１，５－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾール
－４－イリデン）メチル）チオ尿素、
Ｎ－（３－メチル－５－チオキソ－１，５－ジヒドロ－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－４－イル）－Ｎ’－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－５－チオキソ－１，５－ジヒドロ－
４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）チオ尿素、
Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ’－（４－メチル－１－ピペラジニル）チオ尿素、
Ｎ－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）－Ｎ’－（１，２，２－トリメチルプロピ
ル）チオ尿素、
Ｎ－（４－（２－チエニル）－１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－（（４－フルオロベンジル）チオ）フェニル）－Ｎ’－（４－メトキシフェニ
ル）チオ尿素、
Ｎ－（４－（４－モルホリニル）フェニル）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）チオ尿
素、
Ｎ－（４－（４－モルホリニル）フェニル）－Ｎ’－（４－ニトロベンゾイル）チオ尿素
、
Ｎ－（４－アセトアミドフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ブロモベンジリデン）－Ｎ’－（６－ＭＥ－５－オキソ－４，５－ジヒドロ－
１，２，４－トリアジン－３－イル）チオ尿素。
【００３２】
　Ｎ－（４－ブロモフェニル）－Ｎ’－（３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－カルボキシルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－クロロベンジリデン）－Ｎ’－（４－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロ
－２－ピリミジニル）チオ尿素、
Ｎ－（（４－クロロフェノキシ）アセチル）－Ｎ’－（２－ニトロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ’－（２，４－ジクロロベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ’－（２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
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Ｎ－（４－（ジフルオロメチル）チオ）フェニル）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）
チオ尿素、
Ｎ－（４－（ジフルオロメチル）チオ）フェニル）－Ｎ’－（フェニルアセチル）チオ尿
素、
Ｎ－（４－エトキシフェニル）－Ｎ’－（４－メチル－１－ピペラジニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－エトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ’－（４－メチルベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ’－（５－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ’－（フェニル（（（フェニルスルホニル）メチル）
イミノ）メチル）チオ尿素、
Ｎ－（４－フルオロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ヒドロキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ヨードフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素。
【００３３】
　Ｎ－（４－ＭＥ－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－２－ピリミジニル）－Ｎ’－（１－
（４－ニトロ－フェニル）エチリデン）チオ尿素、
Ｎ－（４－メトキシベンジリデン）－Ｎ’－（４－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒド
ロ－２－ピリミジニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メトキシベンジリデン）－Ｎ’－（６－ＭＥ－５－オキソ－４，５－ジヒドロ
－１，２，４－トリアジン－３－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メトキシフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチルフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－５－チオキソ－１，５－ジヒドロ－
４Ｈ－１，２，４－トリアゾ－ル－４－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチル－５－（３－（２－メチルフェニル）アクリロイル）－１，３－チオア
ゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチル－５－（３－（３－ニトロフェニル）アクリロイル）－１，３－チオア
ゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－２－ピリミジニル）－Ｎ’－（２－
ニトロベンジリデン）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチルベンゾイル）－Ｎ’－（４－（１－ピペリジニル）フェニル）チオ尿素
、
Ｎ－（４－メチルフェニル）－Ｎ’－（フェニル（（（フェニルスルホニル）メチル）イ
ミノ）メチル）チオ尿素、
Ｎ－（４－メチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ニトロベンゾイル）－Ｎ’－（１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ニトロベンゾイル）－Ｎ’－（４－ニトロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－スルファモイル）フェニル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ｔ－ブチルフェニル）－Ｎ’－（２－メチル－３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ’－（２－メチルベンゾイル）チオ尿素。
【００３４】
　Ｎ－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ’－（２－チエニルカルボニル）チオ尿素
、
Ｎ－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－Ｎ’－（３－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（４－ｔ－ブチルフェニル）－Ｎ’－（３－メチル－２－フロイル）チオ尿素、
Ｎ－（５－（２，４－ジクロロフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）
チオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（２，４－ジクロロフェニル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－
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チオアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（２－フリル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオアゾール－
２－イル）－Ｎ’－ヘキサノイルチオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（２－フリル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオアゾール－
２－イル）－Ｎ’－パルミトイルチオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（２－フリル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオアゾール－
２－イル）－Ｎ’－プロピオニルチオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（２－ＨＯ－ＰＨ）アクリロイル）－４－ＭＥ－１，３－チオアゾール
－２－イル）－Ｎ’－（４－ニトロベンゾイル）チオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（３，４－ジメトキシフェニル）アクリロイル）－４－メチル－１，３
－チオアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（３－ブロモフェニル）アクリロイル）－４－ＭＥ－１，３－チオアゾ
ール－２－イル）－Ｎ’－イソブチルチオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（３－ブロモフェニル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオア
ゾール－２－イル）－Ｎ’－プロピオニルチオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（４－クロロフェニル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオア
ゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－（５－（３－（４－メトキシフェニル）アクリロイル）－４－メチル－１，３－チオ
アゾール－２－イル）チオ尿素。
【００３５】
　Ｎ－（５－（４－メトキシフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）チ
オ尿素、
Ｎ－（５－ブロモ－２－メトキシベンジル）－Ｎ－（４－イソプロピルフェニル）－Ｎ’
－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（５－メチル－２－フロイル）－Ｎ’－（２－（トリフルオロメチル）フェニル）チ
オ尿素、
Ｎ－（５－（フェノキシメチル）－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）チオ尿素
、
Ｎ－（６－（１，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロ－２Ｈ－イソインドール－２－イル）
ヘキサノイル）－Ｎ’－（２－メト－フェニル）チオ尿素、
Ｎ－（（６－メチル－２，４－ジオキソ－２Ｈ－ピラン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル
）－Ｎ’－オクラデシルチオ尿素、
Ｎ－（（６－メチル－２，４－ジオキソ－２Ｈ－ピラン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル
）－Ｎ’－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（（６－メチル－２，４－ジオキソ－２Ｈ－ピラン－３（４Ｈ）－イリデン）メチル
）－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（９－アントリルメチル）－Ｎ’－ベンゾイル－Ｎ－メチルチオ尿素、
Ｎ－アリル－Ｎ’－（（２，４－ジオキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－３－キノリ
ニル）メチル）チオ尿素、
Ｎ－アリル－Ｎ’－（（２，４－ジオキソ－２Ｈ－クロメン－３（４Ｈ）－イリデン）メ
チル）チオ尿素、
Ｎ－アリル－Ｎ’－（４－メチル－１－ピペラジニル）チオ尿素、
Ｎ－アリルチオ尿素（２）
Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（１－ナフチル）チオ尿素。
【００３６】
　Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（２－ニトロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（３－メチルフェニル）チオ尿素、
Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（３－ピリジニル）チオ尿素、
Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（４－クロロフェニル）チオ尿素、
Ｎ－ベンゾイル－Ｎ’－（４－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－２－ピリミジニ
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ル）チオ尿素、
Ｎ’－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－ジエチルチオ尿素、
Ｎ’－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－ジヘキシルチオ尿素、
Ｎ’－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－ジイソブチルチオ尿素、
Ｎ－ベンジル－Ｎ’－（（１，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロ－２Ｈ－イリデン－２－
イリデン）メチル）チオ尿素、
Ｎ－ベンジル－Ｎ’－（１，３－チアゾール－２－イル）チオ尿素、
Ｎ－ベンジル－Ｎ’－（２－ピリジニル）チオ尿素、
Ｎ－ベンジル－Ｎ’－（３－（４－ＢＲ－ＰＨ）－５－チオキソ－１，５－ジヒドロ－４
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）チオ尿素、
Ｎ－ベンジル－Ｎ’－（フェニル（フェニエチルイミノ）メチル）チオ尿素、
Ｎ－Ｂｏｃ－チオ尿素、
Ｎ－ブチル－Ｎ’－（（２，４－ジオキソ－１，４－ジヒドロ－３（２Ｈ）－キノリニリ
デン）メチル）チオ尿素、
Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－（１－フェニルエチル）チオ尿素、
Ｎ’－シクロヘキシル－Ｎ，Ｎ－ジイソブチルチオ尿素、
Ｎ－ダンシル－Ｎ’－エチルチオ尿素、
Ｎ－デシル－Ｎ’－（２－ヒドロキシエチル）チオ尿素、
Ｎ－エチル－Ｎ’－（３－メトキシ－２－ブテノイル）－Ｎ－フェニルチオ尿素、
Ｖ－エチルチオ尿素（２）。
【００３７】
　Ｎ－ヘキサノイル－Ｎ’－（３－ピリジニルメチル）チオ尿素、
Ｎ－メタリル－Ｎ’－メチルチオ尿素、
Ｎ－メチルチオ尿素（２）
Ｎ，Ｎ－ビス（２－シアノエチル）－Ｎ’－ヘキシルチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ビス（４－エトキシフェニル）チオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジ－Ｂｏｃ－Ｓ－メチルイソチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジ－（ｔ－ブトキシカルボニル）チオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジブチルチオ尿素（２）、
Ｎ，Ｎ’－ジエチルチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジメチルチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチオ尿素、
Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチオ尿素、
Ｎ’－オクタデシルフルオレセイン－５－チオ尿素、
Ｎ－フェニル－Ｎ’－（フェニル（フェニルイミノ）メチル）チオ尿素、
Ｎ－フェニル－Ｎ’－（テトラヒドロ－２－フラニルメチル）チオ尿素、
Ｎ－フェニルチオ尿素、
Ｎ－フェニルチオ尿素、
Ｎ－（ｔ－ブチル）－Ｎ’－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）チオ尿素、
（フェニル－フェニルイミノ－メチル）－チオ尿素、
プロピルチオ尿素、
Ｓ－［（２－グアニジノ－４－チアゾイル）メチル］イソチオ尿素、
Ｓ－ベンジルイソチオ尿素、
Ｓ－エチルイソチオ尿素、
Ｓ－イソプロピルイソチオ尿素
Ｓ－メチル－Ｎ－（４－トルエンスルホニル）イソチオ尿素。
【００３８】
　Ｓ－メチルイソチオ尿素、
テトラメチルチオ尿素、チオ尿素
トルエン－４－スルホン酸、
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２－（２－（１－オキシ－ピリジン－２－イル）エチル）－イソチオ尿素、
１，３－ビス（ベンジルオキシカルボニル）－２－メチル－２－チオプソイド尿素、
１，３－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）－２－メチル－２－チオプソイド尿素、
２－ベンジル－２－チオプソイド尿素、
２－エチル－２－チオプソイド尿素、
２－イミダゾリジンチオン
２－イミノ－４－チオビュレット
（アミジノチオ）酢酸
ホルムアミジンスルフィン酸
Ｓ－（２－アミノエチル）イソチオウロニウムブロミド。
【００３９】
　銅化合物としては、特に銅塩および銅錯体、たとえば銅ベンゾエート、銅ジ（メタクリ
レート）、銅アセチルアセトネートまたは銅ナフテネートが挙げられる。
　酸官能基少なくとも１種を含有する１個または複数個の接着性モノマーとしては、カル
ボン酸、酸無水物、スルホン酸、スルフィン酸、リン酸エステル、ホスホン酸エステル、
ホスホン酸塩、ホスフィン酸塩、ホスホン酸、ホスフィン酸、硫酸エステル、硼酸エステ
ルおよびボロン酸から選択された酸官能基少なくとも１種を含有する１個または複数個の
接着性モノマーが挙げられる。
【００４０】
　酸官能基を有しないモノマーとして、さらにビニル－およびビニルシクロプロパンモノ
マー、特にアクリレートおよびメタクリレートが挙げられる。これに関して、一官能性ま
たは架橋性（メタ）アクリレートであってもよい（架橋性メタ／アクリレートとは、当然
のことながら、２またはそれ以上のメタクリレート基をモノマー中に有する化合物である
）：一官能性または多官能性（メタ）アクリレート、この場合、これらは単独または混合
物の形で使用することができる。これらの化合物の例は、メチルメタクリレート、イソブ
チルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、トリエチレングリコールジメタク
リレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコールジメタク
リレート、エチレングリコールジメタクリレート、ポリエチレングリコールジメタクリレ
ート、ブタンジオールジメタクリレート、ヘキサンジオールジメタクリレート、デカンジ
オールジメタクリレート、ドデカンジオールジメタクリレート、ビスフェノール－Ａ－ジ
メタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、エトキシル化ビスフェノ
ール－Ａ－ジメタクリレート、さらにＢｉｓ－ＧＭＡ（２，２－ビス－４－（３－メタク
リルオキシ－２－ヒドロキシプロピル）－フェニルプロパン）ならびにイソシアネートか
らの反応生成物、特にジ－および／またはトリイソシアネートおよびＯＨ－基含有メタク
リレートおよび前記すべての化合物の相当するアクリレートが挙げられる。イソシアネー
トの反応生成物に関する例は、１モルのヘキサメチレンジイソシアネートと２モルの２－
ヒドロキシエチルメタクリレートとの反応生成物、１モルの（トリ（６－イソシアナト－
ヘキシル）ビュレットと３モルのヒドロキシエチルメタクリレートとの反応生成物および
１モルのトリメチルヘキサメチレンジイソシアネートと２モルのヒドロキシエチルメタク
リレートとの反応生成物であり、この場合、これらはさらにウレタンジメタクリレートと
して特徴付けられる。
【００４１】
　適したモノマーは、それぞれモノマー自体、モノマーから製造された重合可能なプレポ
リマーならびにこれらの混合物である。
【００４２】
　好ましい架橋モノマーは、たとえば、２，２－ビス－４－（３－メタクリルオキシ－２
－ヒドロキシプロピル）－フェニルプロパン（Ｂｉｓ－ＧＭＡ）、たとえばグリシジルメ
タクリレートとビスフェノール－Ａ（ＯＨ基含有）との反応生成物、および７，７，９－
トリメチル－４，１３－ジオキソ－３，１４－ジオキサ－５，１２－ジアザヘキサデカン
－１，１６－ジイル－ジメタクリレート（ＵＤＭＡ）、たとえば２モルの２－ヒドロキシ



(23) JP 5773557 B2 2015.9.2

10

エチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）と１モルの２－２，４－トリメチルヘキサメチレンジ
イソシアネート（ウレタン基含有）からのウレタンジメタクリレートである。さらに、グ
リシジルメタクリレートと他のビスフェノール、たとえばビスフェノール－Ｂ（２，２’
－Ｂｉｓ－（４－ヒドロキシフェニル）－ブタン）、ビスフェノール－Ｆ（２，２’－メ
チレンジフェノール）または４，４’－ジヒドロキシジフェニルとの反応生成物および２
モルのＨＥＭＡまたは２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートと、特に１モルの公
知のジイソシアネート、たとえばヘキサメチレンジイソシアネート、ｍ－キシレンジイソ
シアネートまたはトルイレンジイソシアネートとの反応生成物は、架橋モノマーとして好
ましい。
【実施例】
【００４３】
　二成分（以下、ベース成分および触媒成分（ＢまたはＣ）と呼称する）を、一般的な製
造方法にしたがって製造した。これに関して、モノマーを最初に均一な混合物にした。引
き続いて、開始剤成分を添加し、かつマグネットステーラーを用いての強力な撹拌により
溶解させた。
【００４４】
　以下の組成物について、本発明による二成分開始剤系の特性をさらに試験した。成分Ｂ
１は、Ｃ１およびＣ２と組合せて、ベース成分の参考例となる系を示す。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
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【表２】

【００４７】



(26) JP 5773557 B2 2015.9.2

10

20

30

40

【表３】

【００４８】
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【表４】

【００４９】
　活性化されたモノマー樹脂混合物に、常用の充填剤を導入することによって、当業者は
、種々の歯科学的使用のための複合材料を製造することができる。　
　適した充填剤は、特に石英粉およびガラスセラミック粉末、酸化アルミニウムおよび／
または酸化珪素である。特に好ましい充填剤は、ガラス粉末、たとえばバリウムガラス粉
末、バリウムシリケートガラス粉末、リチウム－またはアルミニウム－シリケートガラス
粉末および微分散されたシリカ、たとえば熱分解法シリカまたは沈降シリカである。
【００５０】
　ゲル化時間試験
処理時間を測定するために、二成分を１：１の割合で強力に撹拌した。ゲル化点までの時
間が、ゲル化時間として示され、かつ最大処理時間を調整するために観察することができ
る。官能的認知には、確かに個々の変動幅が存在するが、これはさらに系の構成比に依存
する。開始剤の特徴を把握するための付加的な方法として、熱のトーン（Waermtoenung）
を熱量的に記録する。温度上昇の開始を、重要な測定点として定める。これらの測定は、
調製物の銅含量に依存する、確実な調整可能な処理時間を示す。これに関して、開始剤系
の活性の変動幅は、多い銅含量（０．１％）での＜１０ｓの特に短い阻害時間から、さら
に銅化合物が欠如する際の、極めて長い阻害時間またはそれどころか重合の不発生まで達
する。
【００５１】
　貯蔵安定性試験
個々の成分は、５０℃の温度で長期に亘って貯蔵される。処理時間の変化は、最大５ヶ月
の期間に亘って記録される。これに関して試料は、同様に５０℃または室温（ＲＴ）で貯
蔵された２種の成分についておこなう。
【００５２】
　市販のジベンゾイルペルオキシド－アミン開始剤系のベース成分は、１０日後にすでに
自然硬化するのに対して、本発明による系の成分は、５ヶ月後であってもなおも使用可能
である。硬化は、さらに接着性モノマーの存在下で、酸性条件下で保証される。試験にお
いて、開始剤系の活性における銅含量の強力な触媒的影響が顕著であることを示された。
溶解性銅化合物の割合によって、顕著に短い処理時間に調整できるか、あるいは、レドッ
クス反応成分の濃度を減少させることができる。双方の可能性は、歯科材料または医学分
野のプラスチック材料に特に有利であり、それというのも、ここでは極めて短い処理時間
および可能な限り少ない潜在的毒性が要求されるためである。
【００５３】
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【表５】

【００５４】
【表６】

【００５５】
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【表７】

【００５６】
【表８】

【００５７】
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【表９】

【００５８】
【表１０】

【００５９】
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【表１１】

【００６０】
　銅含量によるポリマーの着色
重合された（メタ）アクリレートの色は、当然のことながら着色された銅イオン含量に左
右される。ポリマーの着色と銅化合物の割合との関係は、試験体の色測定によって算出さ
れる。これに関して、特に重要であるのは、色の恒常性（Farbkonstanz）である。
測定のために、１ｍｍの厚さを有する試験体を製造し、かつ４８時間の貯蔵後に測定した
。透明なポリマー層のＣＩＥ－Ｌａｂ－値は、白色の背景の前で確認される。色安定性は
、７日間に亘って、４０℃の温度で試験される。これに関して、層の変色は観察すること
はできなかった。さらに長時間の貯蔵後であっても、顕著な色の変化は生じることがない
ことから、本発明による銅化合物を有する開始剤系は、歯科材料に要求される審美的条件
を十分に充たすものである。
【００６１】

【表１２】
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